
気がつけば、今年も残すところ、あとひと月となりました。皆様におかれましては、忙しい毎日を過ごさ

れていることと思われますが、お風邪など引かれませんよう、ご自愛下さい。こんにちは、院長の喜多です。 

例年の師走では、いつも落ち着かない気分になりますが、今年は異例の暖冬のせいか、冬の到来を実感で

きずに、なぜかのんびりとした気持ちで迎えています。暖冬は紅葉にも影響しているようで、先月 23日に、

京都の東福寺の夜間拝観に行った際に、有名な通天橋からの紅葉を鑑賞しましたが、色付き具合には例年の

様な鮮やかさがなく少し残念でした。ライトアップされた夜間の紅葉鑑賞は初めてで新鮮な体験でしたが、

今回は幸運なことに、（令和元年より４年の歳月をかけた約百年ぶりの大修理を経て、色鮮やかな往時の姿に

蘇った）法堂に掛けられた（縦 11m 横６ｍの）巨大な「大涅槃図
だ い ね は ん ず

」を、紅葉を鑑賞した直後に、特別拝観

することが出来ました。（普段は一年のうちで、３月 14日から 16日までの３日間だけの公開だそうです。） 

この涅槃図は、東福寺の僧で、多くの禅宗仏画を描いた室町時代の絵仏師 明兆
みんちょう

により、1408年（当時

57 歳の時）に制作されました。本図の入滅した釈迦の周囲には、悲しみに耐えきれず激しく泣く人々や動

物たちの姿が、優雅に整然と細かい表情まで描かれ、下方には涅槃図には珍しい猫が隠れるように描き込ま

れているのが、家から持参した双眼鏡ではっきりと確認出来ました。明兆
みんちょう

は、室町時代中期の日本水墨画を

代表する画家で、東福寺を拠点として活躍し、多くの弟子を育てながら、画僧として生涯を送りました。 
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などが、京都国立博物館で開催された東福寺特別展

で公開されていたので、先月中頃に鑑賞してきました。特に、50 幅にも及ぶ大作の五百羅漢図は、色彩が

とても鮮やかで、描かれた羅漢（聖人）の表情や絵のストーリがとても面白く感じられました。本展は、東

福寺の寺宝をまとめて紹介する初の機会だったそうで、応仁の乱による戦火を免れた貴重な文化財の数々

や、一般公開をしてない二天王立像などの像や、書画類も多数展示されていました。高僧円爾を招き建立し

て以来、大陸との交流を通して禅宗文化を開花させて栄えた東福寺は、紅葉の名所だけではなく、歴史的に

も文化的にも非常に価値の高い禅寺であることを、先月改めて深く理解することが出来ました。 

今年も皆様、ありがとうございました。どうぞよいお年をお迎え下さい。（スタッフ一同より） 
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